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特別緑地保全地区等総合維持管理業務（その 1） 特記仕様書 

本特記仕様書は、令和４年度「特別緑地保全地区等総合維持管理業務（その１）」に適用する。

札幌市公園及び街路樹等総合維持管理業務仕様書（以下「共通仕様書」という。）と重複する内容

については、本特記仕様書が優先する。なお、共通仕様書における施設管理－公園編及び街路樹編、

図面、別紙については、本業務において使用しない。

１ 業務履行場所 

（１）業務履行場所は、都市環境林等（都市環境林及び特別緑地保全地区、市民の森、自然歩道な

ど）である。

（２）業務履行場所の詳細については、位置図及び別添する業務履行場所一覧（別表１）に示すと

おりとする。ただし、台風災害などの緊急時やヒグマ対応などのため、担当職員より特別に

指示があった場合はこの限りではない。（所管施設一覧は別表０のとおり） 

（３）都市環境林等は、公道と接していない場合が多く、一般的な公園等とは異なり、高所作業車

が使用できない箇所が多いことから、小型ウィンチ及びワイヤー等を用いた樹木伐採や掛か

り木処理、木登り器（昇降器具類）などを用いた剪定作業等といった特殊作業を要すること

に十分留意すること。 

２ 共通仕様書の読替え及び追記等 

当該業務において、共通仕様書の規定に係る読替えは、次の表のとおりとする。（共通仕様

書全般） 

共通仕様書の規定 読替えられる字句 読替える字句 

全般 
※但し、共通仕様書の名

称以外が対象 

公園 

都市環境林等 
公園・緑地内及び街路樹 

公園及び緑地 

公園及び緑地等 

一般-12.交通規制 一定期間、 

林内散策者については、原則的にそ

の通行を優先して確保しなければな

らず、利用者の安全確保のため、止

むを得ず制限や規制などをしなけれ

ばならない場合は、入口などに看板

を設置するなどの利用者に対する周

知を図ること。また、一定期間、 

一般-13.交通安全施設 作業上、 

通行危険箇所がある場合は、立入禁

止の表示、保安柵（ガードロープ、

バリケード、柵等）等の安全施設を

適宜設置するとともに、必要に応じ

て誘導員を配置して危険防止に努め

なければならない。また、作業上、 

一般-14.諸法規の遵守 
廃棄物の処理及び清掃に関

する法律等の 

森林法、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律、文化財保護法等の 

管理-5.業務報告-（1） 業務週報（様式 22）は原則 業務月報には、担当職員からの連絡
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として、前週の月曜日から日

曜日までの作業日、作業箇

所、作業内容、今週の作業予

定、並びに担当職員からの連

絡（指示）を記載のうえ、原

則として毎週月曜日に担当

職員に提出すること。 

（指示）についても記載すること。 

管理-5.業務報告-（2） 

業務週報の他、下記の報告書

についても提出すること。

【 毎 週 提 出 す る も の 】

○遊水路管理業務報告…監

視員が常駐の場合。塩素濃度

測定報告を含む。   ○冒

険広場管理業務報告…監視

員が常駐の場合。   ○ゲ

ート開閉業務報告  【毎回

提出するもの】   ○巡視

点検報告…必要に応じ写真

を添付する。 

削除 

管理-5.業務報告-（3） 

各月の月末には、維持管理報

告書（様式 23）として、当

月の作業内容の総括表を作

成し別に示す様式（様式 24、

25）により提出すること。 

各月の月末には、維持管理報告書（様

式 23）として、業務月報（特記様式

１）及び巡視記録票（特記様式２）、

業務指示・協議書（特記様式３）、

対応報告書（特記様式４）、作業等

の写真とともに、当月及び累計の作

業内容をまとめた維持管理総括表

（特記様式５）を作成し、提出する

こと。 

３ 一般事項 

（１）本年度の作業内容は別添する数量調書のとおりであるが、危険木処理など、その都度指示す

る作業については、作業内容と作業箇所が多岐にわたることが想定されるため、内容、実施

箇所、実施日等について担当職員と協議のうえ、その数量を把握すること。 

（２）内訳書及び数量調書に記載される当初設計内容についても、数量の把握を確実なものとする

こと。 

（３）各月の業務報告にあたっては、維持管理報告書（様式23）として、業務月報（特記様式１）

及び巡視記録票（特記様式２）、業務指示・協議書（特記様式３）、対応報告書（特記様式

４）、維持管理総括表（特記様式５）を提出すること。また、提出に当たっては、参考図面

を添付するなど見やすく工夫をし、作業写真や各種報告書などの必要書類を併せて、現場代

理人が担当職員に速やかに提出すること。なお、写真については、写真管理基準（別紙）に

基づき撮影・整理するものとする。 

（４）現場代理人は、業務区域と業務内容の全てを掌握するものとし、緊急事態に対処できるよう

にしておくこと。また、業務履行に際しては、担当職員と連絡を密にとり、協議のうえで作

業を実施すること。 

（５）業務履行にあたり、市民と接するときには誠意ある対応を行うとともに、意見や要望等が寄

せられた場合には、要望者の連絡先や内容などの聞き取りを行うなどして、速やかに担当職
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員へ報告すること。 

（６）業務履行場所は、ヒグマの出没・生息区域が含まれていることから、クマ除け鈴や、クマ撃

退スプレー等の携帯、早朝や日没時の作業を避ける等の対策を図ること。また、マムシやハ

チ、ダニ、ウルシなどの危険な動植物等への対策も図ること。 

（７）次年度に引き継ぐ必要のある未解決の市民要望や維持管理上の要注意箇所、継続課題等につ

いては、既に各種報告書にて報告済みであっても、再度、情報を集約したうえで、業務完了

時に書面にて報告すること（様式は任意とし、箇条書きで構わない）。 

（８）当課所管の管理施設には、天然記念物（大正10年3月3日指定、北海道森林管理局石狩森林管

理署所有）に指定された「円山原始林」及び「藻岩原始林」内に設置された自然歩道が含ま

れているため、指定区域内で作業を行う場合は、以下のことに注意するとともに、担当職員

と十分な協議を行ったうえで実施すること。 

① 天然記念物指定区域内における作業は、作業前の許可申請及び作業後の天然記念物内作

業報告（特記様式６）の提出が必要で、かつ指定区域内のうち自然歩道（W=1.5m）以外

の部分については立入も禁止されているので、十分に注意すること。なお、緊急対応の

場合は、この限りではないため、担当職員によく確認すること。 

② 天然記念物指定区域内の主な作業（倒木処理・草刈）の実施に当たっては、「自然歩道

等における主な散策路管理作業イメージ図（特記参考１）」を参考とすること。 

（９）４～６月にかけては天然記念物であるクマゲラの営巣シーズンであることから、営巣が確認

される場合、伐採剪定等の作業は行わないこと。また、営巣が確認されない場合であっても、

恒常的な生息域である藻岩山周辺などで作業を行う際は、事前に作業内容の掲示を行い、情

報収集に努めたうえで実施すること。 

４ 業務内容 

（１）巡視・清掃 

１）巡視・清掃全般 

・巡視・清掃日程については、担当職員と協議のうえ決定すること。また、気象条件等の

やむを得ない事情により変更が生じた場合は速やかに業務指示・協議書（特記様式３）

にて協議し、翌月に振り替える等の措置をとり、規定の巡視回数を満たすこと。 

・巡視・清掃中は必ず本市の指定する腕章等を着用すること。 

・巡視・清掃対象場所については、別添する数量調書（別表２）のとおりとし、実施範囲

は別添する作業平面図（別図１）を参照のこと。 

・巡視方法については、危険箇所の有無等のチェックを主に、以下の 10 項目を主体とし

て行い、その内容を巡視記録票（特記様式２）に記入し、提出すること。急を要すると

判断される場合など、必要に応じて、その都度担当職員に速やかに報告し、指示を仰ぐ

こと。 

＜主に住宅地や道路に隣接する部分や、散策路などの利用者が想定される箇所＞ 

①倒木の恐れがある危険木や傾斜木、危険枝、掛かり木等の有無 

②樹木等の著しい越境の有無 

③不法占有物の有無 

④施設損傷などの有無 

⑤ヒグマの痕跡、ハチの巣等 

＜対象地全体＞ 

⑥不法投棄物等の有無 
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⑦利用状況・実態等 

⑧災害、事故等の有無及び土砂崩れなどの危険性や異常箇所の有無 

⑨病虫獣害等（シカ、ネズミ等含む）による森林被害 

⑩その他、本市に報告の必要があると思われる事項 

２）シーズン前巡視 

利用者が増加すると思われる春の大型連休の前に、主に危険箇所の有無等のチェックを

目的に、巡視を行う。 

・巡視時期 

着手の日から当年度の春の大型連休開始日までを基本とする。残雪などの状況によ

り、期間内での巡視が困難である場合は、担当職員と協議を行うこと。 

     ・巡視方法 

       前記10項目を主体として行い、特に危険箇所の有無等についてよく確認すること。 

３）定期清掃巡視 

特別緑地保全地区、都市環境林のうち指定した場所について、清掃の実施及び主に危険

箇所や不法投棄物有無のチェックを目的に巡視を行う。 

・巡視時期 

5 月から 10 月（月 1回） 

・清掃方法 

拾い集め型清掃 

     ・巡視方法 

       前記 10 項目を主体として行う。 

４）定期巡視 

定期清掃巡視対象外の特別緑地保全地区、都市環境林については、主に危険箇所や不法

投棄物有無のチェックを目的に巡視を行う。 

・巡視時期 

5 月から 10 月（月 1回） 

     ・巡視方法 

       前記 10 項目を主体として行う。 

５）秋清掃（落葉清掃）巡視 

特別緑地保全地区、都市環境林のうち指定した場所について、落ち葉清掃の実施及び主

に危険箇所や不法投棄物有無のチェックを目的に巡視を行う。 

・実施時期 

落葉シーズン（11 月前後に 1回） 

・清掃方法 

拾い集め型清掃＋熊手やレーキ等を用いた掃き型清掃 

     ・巡視方法 

       前記 10 項目を主体として行う。 

６）冬季巡視 

特別緑地保全地区、都市環境林のうち指定した場所について、冬期間の利用を考慮し、

主に危険箇所のチェックを目的に巡視を行う。 

・巡視時期 

12 月から翌年 3月（1回）を目安とするが、積雪状況等による。 

・巡視方法 
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前記 10 項目に加えて、以下の２項目についてもチェックを行う。特に積雪に起因

して発生する危険箇所の有無等についてよく確認すること。 

⑪積雪状況 

⑫近隣住民や道路除雪等に起因すると思われる投雪状況 

（２）草刈 

草刈全般 

・作業日程については、担当職員と協議のうえ決定することとするが、概ね以下の工程で

作業できるよう準備しておくこと。 

 ＜草刈年 1回の場所＞ 

  お盆前に完了するように、作業開始日を決めること。 

 ＜草刈年２回の場所＞ 

  1 回目は 6 月上旬から 7 月上旬までの期間内に完了、また、2 回目は 9 月中旬から 9

月下旬までの期間内に完了するように、それぞれ作業開始日を決めること。 

・作業状況等（作業前・作業状況・完了）が確認できる写真を業務履行場所毎に撮影し報

告すること。 

・実施対象場所や回数については、別添する数量調書（別表２）のとおりとし、実施範囲

や集草の有無などの詳細は別添する作業平面図（別図１）を参照のこと。なお、集草無

しの箇所については、刈草の自然還元を目的とすることから、刈草の集積は行わないこ

と。 

・集草有りの箇所において、特定外来生物の生育が確認される場合は、可能な限り種子を

つける前に作業を行うこととするが、すでに種子をつけている場合は担当職員と協議す

ること。（共通仕様書公園・街路樹共通編 3- を参照）

・散策路の草刈を実施する場合には、自然歩道等における主な散策路管理作業イメージ図

（特記参考１）を参考とすること。 

・住宅地や道路に隣接する部分や、散策路などの利用者が想定される箇所での作業時には、

「草刈作業中につき注意」の旨を示した看板を設置して利用者等に注意を促すこと。 

・草刈区域内にあっても、貴重な植物や観賞価値のある植物等（オオウバユリなど）は刈

払わないよう注意すること。 

・作業にあたっては、特にハチや他の毒性生物等に十分注意すること。 

（３）樹木管理 

１）樹木管理全般 

・実施対象場所については、別添する数量調書（別表２）のとおりとし、実施範囲は別添

する作業平面図（別図１）及び担当職員が指示した箇所とする。なお、担当職員より別

に指示があった場合はこの限りではない。 

・作業時は利用者などの安全を確保したうえで作業を行うこと。 

・作業状況等（作業前・作業状況・作業完了）が確認できる写真を撮影し報告すること。 

・作業内容については、対応報告書（特記様式４）で報告すること。 

２）危険木等処理 

通常巡視内で処理できない危険木、枯損木、越境木等の伐採や剪定処理などを行う。 

・特別緑地保全地区内の剪定枝や伐採木は、収集のうえ搬出・処分を基本とし、都市環境

林内の剪定枝や伐採木は、自然還元することを基本とする。ただし、民地との隣接状況

による美観的な配慮や、伐採木・剪定枝の発生量等によってはこの限りではなく、担当

職員と事前協議を行うこと。 
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・作業内容（対象木の規格・高所作業車の使用可否・交通誘導員の必要性・搬出作業の必

要性等）によって、使用する機器類や人員数が異なるため、担当職員と協議のうえ実施

すること。 

（４）施設管理・整備 

１）施設管理・整備全般 

・作業日程及び内容等については、担当職員と協議のうえ実施すること。 

・実施対象場所等については、別添する数量調書（別表２）及び担当職員が指示した場所

とする。 

・作業時は利用者の安全を確保したうえで作業を行うこと。 

・作業状況等（作業前・作業状況・作業完了）が確認できる写真を撮影し報告すること。 

・作業内容については、対応報告書（特記様式４）で報告すること。 

２）緊急時対応 

通常巡視内で対応できない緊急的な施設修繕や危険回避措置、各種注意看板類設置などの

突発的な作業等を行うものである。 

３）各種施設等の設置・撤去 

資材等の設置（撤去）を担当職員と協議のうえで実施するものである。また、資材等の撤

去を伴う場合には産業廃棄物となることから、関係法令等を遵守するとともに、マニフェ

ストの写しを提出すること（下記、「建設副産物」参照）。 

（５）鳥獣対応 

１）カラスの巣撤去 

カラスの巣撤去については、隣接住民等への受忍限度を超える状況が確認された場合に、

担当職員と協議のうえ実施することとする。 

２）ハチの巣撤去 

ハチの巣撤去については、休養施設や散策路、民地境界隣接部等、利用者や隣接住民な

どの安全確保のために止むを得ないと判断される場合に、担当職員と協議のうえ実施す

ることとする。 

（６）廃棄物処理 

作業に当たっては、廃棄物処理及び清掃に関する法律などの関係法令を遵守すること。ま

た、マニフェストの有無に関わらず、本市指定処理場への運搬・処理を実施した場合は、

計量伝票（計算書兼領収書など）の写しを添付し、担当職員に提出すること。 

１）一般廃棄物 

発生した剪定枝や伐採木等の搬出に当たっては、札幌市ごみ資源化工場及び市内清掃工

場・破砕工場へ搬入すること。 

２）産業廃棄物（建設副産物・建設廃棄物） 

施設管理に際して工作物の新築、改築、除去に伴い、建設副産物が発生する場合には札

幌市土木工事共通仕様書に規定する事項のほか、次によるものとする。 

(1)産業廃棄物管理票（マニフェスト）の扱い 

受託者は、現場で発生する産業廃棄物が適正に処分されたかを処理業者等と緊密に連絡

を取合いながら下記手順によりマニフェストで確認し、最終処理完了後、担当職員に E

票（竣工時に間に合わない場合は D票）の写しと計量伝票の写しを提出すること。 

（マニフェストの管理手順） 

①排出事業者は、運搬車両ごと、廃棄物の処理ごとにマニフェスト（A、B1、B2、C1、C2、

D 及び E票）に必要事項を記入し、収集運搬業者に交付する。 
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②収集運搬業者は、廃棄物を受け取ったすべてのマニフェストに運転者氏名を記入し、A

票を排出事業者に返す。 

③収集運搬業者は、B1、B2、C1、C2、D 及び E 票を廃棄物とともに処理施設まで持参し、

運搬終了日を記載して処理業者に渡す。 

④処理業者は、B1、B2、C1、C2、D 及び E 票に必要事項を記入し、B1 及び B2 票を収集運

搬業者に返す。 

⑤収集運搬業者は、B1 票を自ら保管し、運搬終了後 10 日以内に B2 票を排出事業者に返送

する。 

⑥処理業者は、処分終了後 C1、C2、D 及び E票に処分者氏名及び処分終了日を記載し、C1

票を保管するとともに、C2 票を処分終了後 10日以内に収集運搬業者に返送する。 

⑦処理業者は、D票を処分終了後 10 日以内に排出事業者に返送する。 

⑧処理業者は、委託を受けた廃棄物の処理残渣について廃棄物として他者に最終処分を委

託する場合、当該廃棄物についての排出事業者としてマニフェスト（2 次マニフェスト

A’～E‘票）を交付する。 

⑨処理業者は、委託した全ての廃棄物の最終処分が終了した報告（交付した 2次マニフェ

ストの E‘票の返送を受けた場合）を受けた場合、E票に必要事項を記入する。 

※処理業者は、2次マニフェストの E‘票の受領の日から 10 日以内に E票を排出事業者

に返送する。 

※マニフェストは５年間保管すること。 

(2)業務で発生する建設副産物の処理方法、処理場等への処理条件は下記のとおりとし、担

当職員と事前協議のうえ決定すること。なお、変更が生じた場合は担当職員と速やかに協

議を行うこと。 

＜産業廃棄物及び建設副産物処理施設一覧表＞ 

①建設副産物／産業廃棄物（木くず） 
建設副産物分類 処理施設名 施設の所在･連絡先 受入条件等 

木
く
ず

中
間(

破
砕)

 再
生

城東運輸㈱ 
北)拓北 6 番 692 

   TEL 782-8535 

･受入条件等については､確認を要する。 

※燃料チップ 

中
間

札幌市ごみ資源化工場 
北)篠路町福移 153 

   TEL 791-6770 

･長さ 2m程度(セメント付着､タール･防腐剤類塗布物は不可) 

･生木も可(土砂は落とすこと｡毒性のもの草一葉は不可)  

※RDF に再生 

焼
却

発寒清掃工場 
西)発寒 15 条 14 丁目 2-30 

   TEL 667-5311 

･最大辺・径が 50ｃｍ以下のもの(セメント付着､タール･ＣＣ

Ａ防腐剤類塗布物は不可)（丸太木材等は最大径 0.2m 以下） 
駒岡清掃工場 

南)真駒内 602-30 

TEL582-9733 

白石清掃工場 
白)東米里 2170-1 

TEL 876-1710 

破

砕 

発寒破砕工場 
西)発寒 15 条 14 丁目 2-30 

   TEL 667-5311 
･最大辺が0.5～2.0m以下のもの(セメント付着､タール･ＣＣ

Ａ防腐剤類塗布物は不可) （丸太木材等は最大径 0.2m 以下） 

･剪定枝も受入れ可能（一週間以上､乾燥させること） 

篠路破砕工場 
北)篠路町福移 153 

TEL 791-2516 

駒岡破砕工場 
南)真駒内 602-30 

TEL 582-9733 

②建設副産物／産業廃棄物（アスファルトコンクリート塊・コンクリート塊） 
建設副産物分類 処理施設名 施設の所在･連絡先 受入条件等 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塊

中
間
（
破
砕
）

再
生

西堆積場 
西)発寒 10条 14丁目 1068番

地 3 TEL 669-1234 
世紀東急工業㈱ ※処理料金無料 

※再生アスファルトとして売却 

※受け入れ時間は、午前 8 時～午後 5 時 

30 分とする。この時間以外の受け入れに

ついては、いかなる場合も受け入れない。 

東堆積場 
東)東雁来 5 条 1 丁目 1 番 75

号 TEL 783－4589 
東亜道路工業㈱ 

豊平･南堆積場 
豊）西岡 521 

TEL 582-6850 
道路工業㈱ 
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
（
無
筋
・
有
筋
）

札幌リサイクル骨材㈱ 
東)中沼町 45-26 

  TEL 792-4087 

･処理施設の選考にあたり運賃費等を考慮の上決定すること。 

･分別解体により小割りしたもの(コンクリートブロックも可) 

※ＲＨ入りコンクリート塊、アスファルトコンクリート塊は、札

幌リサイクル骨材㈱、札幌環境資材センター、㈱松原産業でも受

入可。小橋北豊㈱はＲＨ入りコンクリート塊の受入可。 

※再生砕石で売却 

※世紀東急工業㈱はストック容量 92ｔ以下のため、搬入の際は事 

前確認すること。

小橋北豊㈱ 
南)川沿 18 条 1 丁目 3 番 

TEL 572-3250 

札幌環境資材センター 
手)曙 5 条 5 丁目 110 

TEL 684-5488 

㈱松原産業 
白)川下 2111-3 

TEL 879-6550 

野田工業㈱ 
中)盤渓 365 

TEL 643-1009 

世紀東急工業㈱ 
西)発寒 16 条 12 丁目 1-27 

TEL 669-1234 

③建設副産物／産業廃棄物（金属くず） 

建設副産物分類 処理施設名 施設の所在･連絡先 受入条件等 

金
属
く
ず

中
間
（
選
別
・
破
砕
︶

再
生

㈱鈴木商会 

西）発寒 15 条 13 丁目 

（西営業所） 

TEL 662-2211 

東）東雁来町 

（東営業所） 

  TEL  875-3540 

・処理料金及び受入条件等については、各処理施設に確認を

要する。 

※付着物は除去しておくこと。買い取りの場合もあり。 

④建設副産物／産業廃棄物（その他） 
建設副産物分類 処理施設名 施設の所在･連絡先 受入条件等 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
（
発
泡
製

品
）

中
間
︵
溶
融
・
固

化
︶

再
生

札幌第一清掃㈱ 
西)発寒 10 条 12 丁目 1-1 

TEL 611-9291 

※再生原料として売却 

(有)タイセツ 
西)発寒 16 条 13 丁目 3-30 

  TEL 664-2811 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
硬
質
・
軟
質
・
塩

ビ
）

中
間
︵
破
砕
︶

焼
却

札幌第一清掃㈱ 
西)発寒 13 条 12 丁目 1-1 

TEL 611-9291 

※処理後は、焼却後埋立、または再生プラスチックとして売

却 

(株)公清企業 
東)中沼町 45-23 

 TEL 792-3770 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
ス
タ
イ
ロ
畳
）

札幌第一清掃㈱ 
西)発寒 13 条 12 丁目 1-1 

TEL 611-9291 

(株)公清企業 
東)中沼町 45-23 

  TEL 792-3770 

が
れ
き

最 

終 

埋 

立 

札幌企業産業(有) 
南）簾舞 24-1 

TEL 596-3644 

・コンクリートくず、軽量ブロック、レンガ、モルタル等、

土砂も可 

燃え殻 

陶磁器 

ガラス 

廃石綿等 

（飛散性ア 

スベスト）

山口処理場 
手）手稲山口 364 

TEL 681-3337 

・廃石綿等の受け入れにあたっては、事前に環境局環境対策

課に大気汚染防止法に基づく届け出を行っておくこと 

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 

中
間
︵
破
砕
︶

再
生

北清企業㈱ 
東）北丘珠3条4丁目659-22 

TEL 791-1101 

・計量できる容器に入れる。（新材のみ） 

・計量は 10ｋｇ単位とする。 

※新築と解体、改修では料金が違うので注意 

※新築（新材）は再生、解体・改修は埋立 

蛍
光
管
類

(協)公清企業 
東)中沼町 45-23 

  TEL 792-3770 
・電球 

・蛍光ランプ 

・水銀ランプ 

・ナトリウムランプ（公清企業は不可） 

・割らない状態で排出のこと 

※蛍光ランプの直管、サークル管は 1 本約 250ｇ 

※再生原料の製造 

 （破砕後に金属、ガラス、水銀にそれぞれ再生） 

札幌第一清掃㈱ 
西)発寒 10 条 12 丁目 1-1 

TEL 611-9291 

北清企業㈱ 
東）北丘珠3条4丁目659-22 

TEL 791-1101 
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混
合
廃
棄
物

中
間
︵
選
別
︶

焼
却
・
埋
立
・
再
生

エコライン㈱ 
東）東雁来 262-132 ほか 

TEL 874-0570 

・処理料金及び受入条件等については、各処理施設に確認を

要する。 

・紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、がれき、コンクリ

ートくず、ブロック、陶磁器くず、ガラス等の混合廃棄物の

選別 

※選別後は、それぞれの品目を処理できる処分業者に処理を

委託し、焼却埋立及び再生 

(株)公清企業 
東)中沼町 45-23 

  TEL 792-3770 

札幌第一清掃㈱ 
西)発寒 10 条 12 丁目 1-1 

TEL 611-9291 

丸喜運輸㈱ 
北）篠路町拓北 6-785 

TEL 791-1708 

㈲丸正北海総業 
白）東米里 2506 番 2 ほか 

TEL 753-4913 

北清企業㈱ 
北）篠路町拓北 6 番地 591、

625 TEL 791-1101 

防
水
材

中
間
・
最
終

埋
立

角山開発㈱ 
江別市角山 425-14 

TEL 385-2669 

・アスファルト防水材は１ｍ未満に切断 

・アスファルトルーフィングフェルト類は１ｍ未満に切断し

空隙の無い状態 

※角山開発㈱：焼却後、埋立 

※㈱協和環境サービス：直接埋立 
㈱協和環境サービス 

江別市江別太 420 

TEL 391-2481 

ア
ス
ベ
ス
ト

非
飛
散
性

最
終

角山開発㈱ 
江別市角山 425-14 

TEL 385-2669 
・石綿含有産業廃棄物（ビニル床タイル含む） 

・飛散しないように袋等に詰める 
㈱協和環境サービス 

江別市江別太 420 

TEL 391-2481 

汚
泥

中
間

再
生

オデッサ・テクノス(株) 
東）北丘珠 1 条 3 丁目 654 

TEL 787-1335 
・無機性の泥土、脱水ケーキ、泥水等 

・玉石交じり泥土は、(株)公清企業で処理可能 

※再生土で売却 

(株)大伸 
厚）厚別町山本 1064-72 

TEL 871-2418 

(株)公清企業 
東)中沼町 45-23 

  TEL 792-3770 

脱
水
（
埋
立
）

(株)公清企業（エコパー

ク） 

東)中沼町 45-23 

  TEL 792-3770 

・有機、無機性 

・受入条件等については、確認を要する。 

※中間処理施設、最終処理（埋立等）は別事業者に委託 

注）産業廃棄物の処理を委託する際はマニフェスト伝票処理をする。 

注）上表は変更の可能性があるため、受託者自ら確認のうえ判断すること。 

(3)北海道循環資源利用促進税（以下「循環税」という）について 

業務で発生する産業廃棄物が道内の最終処分場に直接搬入される場合または、中間処理場

に搬入される場合でも、減量化・リサイクル等により残さが発生し、最終処分場に搬入さ

れる場合は、循環税が課税されるので適正に処理すること。 

（７）その他 

・業務履行場所や施設などの詳細を示す図書については、パンフレット類のほか、①敷地

平面図、②施設写真台帳、③都市環境林等施設標準図（みどりの推進部備付、契約後、

別途データ渡し）とし、公示用図書ではこれらの一部を参考添付することとする（①特

記参考２、②特記参考３、③特記参考４）。

・本業務でハードウッド（極難腐食性のある熱帯広葉樹の総称で比重 1.0 程度の防腐処理を必

要としない木材）を使用する場合は、セランガンバツ（バンキライ・イエローバラウ）以上

の耐久特性を有するものを使うこと。 

       【セランガンバツ材特性データ（参考）】 

□比重   ：0.98g/cm3  程度  □せん断強度 ：150～300kg/cm2 程度 

□曲げ強度 ：1331kg/cm2 程度  □曲げ弾性数 ：     166kg/cm2 程度 

□圧縮強度 ： 701kg/cm2 程度    / 林業試験場統計資料等による 
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業 務 月 報 

令和  年  月  日提出 

現場代理人              印

業 務 主 任   

業務名  

期 間    月   日（   ） ～   月   日（   ） 

施 設 名 業 務 実 施 内 容 備  考 

【今月の作業予定】 

《業務主任からの連絡事項》 《現場代理人からの連絡事項》 

業務月報（特記様式１） 
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巡 視 記 録 票 

巡視場所： 特別緑地保全地区・都市環境林

巡視日時： 令和  年  月  日（  ）   時  分～  時  分

巡 視 者： 天気：  晴 ／ くもり ／ 雨 ／ 雪

①清掃に関して 

1)拾い集め型清掃 

□有（                                      ）

□無 

2)不法投棄 

□有（                                      ）

□無 

②隣接部付近に関して 

1)樹木等の著しい越境 

□有（                                      ）

□無 

2)危険木等 

□有（                                      ）

□無 

3)不法占有物等 

□有（                                      ）

□無 

③その他 

1)利用状況 

□有（                                      ）

□無 

2)災害・事故等 

□有（                                      ）

□無 

3)備考（その他作業、病虫獣害等、気づいたこと等） 

□有 

□無

巡視記録票（特記様式２） 
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巡 視 記 録 票 

巡視場所： 〇×△ 特別緑地保全地区

巡視日時： 令和００年 ０月００日（ 金 ） １３時１５分～１４時３０分

巡 視 者： 札幌 太郎 天気：  晴 ／ くもり ／ 雨 ／ 雪

①清掃に関して 

1)拾い集め型清掃 

■有（ ゴミの量・種類・場所など、あれば簡単に記入                ）

□無 

2)不法投棄 

■有（ 投棄物の種類・量・場所・状況など、あれば簡単に記入            ）

□無 

②隣接部付近に関して 

1)樹木等の著しい越境 

■有（ 場所・樹種・どの程度なのかなど、あれば簡単に記入             ）

□無 

2)危険木等 

■有（ 場所・樹種・どのような状況かなど、あれば簡単に記入            ）

□無 

3)不法占有物等 

■有（ 場所・どのような状況かなど、あれば簡単に記入               ）

□無 

③その他 

1)利用状況 

■有（ 焚き火等の痕跡などもあれば記入                      ）

□無 

2)災害・事故等 

■有（ 野火等の痕跡や台風等被害状況などあれば記入                ）

□無 

3)備考（その他作業、病虫獣害等、気づいたこと等） 

■有 

□無

草刈などの作業や、気になった点などあれば記入 

巡視記録票（特記様式２）記載例 
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業務指示・協議書 

業務名 特別緑地保全地区等総合維持管理業務（その１） 

期 間  令和 年 月 日（ ） ～ 令和 年 月 日（ ） 

指示・

協議日

業務主任からの指示・協議内容 現場代理人からの報告・

協議内容
承諾日

場所 作業

確認欄 業務主任           

    現場代理人          

業務指示・協議書（特記様式３） 
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業務指示・協議書 

業務名 特別緑地保全地区等総合維持管理業務（その１） 

期 間  令和 00 年 4 月 1 日（日） ～ 令和 00 年 4 月 30 日（月） 

指示・

協議日

業務主任からの指示・協議内容 現場代理人からの報告・

協議内容
承諾日

場所 作業

3日 ○都市環境林 危険木等処理 3人 3日実施

5日 対象箇所 シーズン前巡視 4月 16～20日に実施予定 6日

6日 ○特緑 剪定 4月 13～18日に実施予定 10日

25日 対象箇所 定期巡視 5月 1～5日に実施予定 25日

27日 ○特緑 緊急対応 1人 27日実施

確認欄 業務主任           

現場代理人          

（例） 業務指示・協議書（特記様式３） 
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対 応 報 告 書 

実施日 場所 種別（規格等） 数量 備 考

対応報告書（特記様式４） 
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●月　 　維持管理業務報告書

分類 共　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
内訳 樹木管理 施設管理 鳥獣対応 処　　理

名称

危
険
木
処
理

危
険
木
処
理

高
所
作
業
車

高
所
作
業
車

高
所
作
業
車

交
通
誘
導
員

ト

ラ

ッ
ク

運

搬

緊
急
対
応

緊
急
対
応

カ
ラ
ス

ハ
チ

一
廃
処
理

一
廃
処
理

産
廃
処
理

規格

３
人
/
組

４
人
/
組

1
2
ｍ
級

1
8
ｍ
級

2
2
ｍ
級

樹
木

１
名

２
名

木

く

ず

処

理

木

く

ず

再

生

木

く

ず

処

理

設計数量 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

－
実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

設計

数量

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

実施

累積

1 1 1 1 0.5

2 1 1 1 2

3 1 1 1 0.5

4 1 1 1 2 10 0.5 0.5 0.5 0.5

5 1 1 1 0.5

6 1 1 1 0.6 0.5 1

7 1 1 2 6 1 5

8 1 1 2 6 1 0.5 1

9 1 1 2 6 1 0.5

10 1 1 2 6 1 0.5

11 1 1 2 6 1 0.5 1

12 1 1 2 6 1 15 0.5

13 1 1 2 6 1 1 5 7

14 2 1 2 6 1 0.5 0.5 0.5 0.5

15 1 1 2 6 1 0.5 1

16 1 1 2 6 1 0.6 0.5 1

17 1 1 2 6 1 0.5 1

18 1 1 1 0.5 1

19 1 1 1 15 0.5 1

20 1 1 1 1 9 1 0.5

21 1 1 1 0.5 0.5 0.5 0.5

22 1 1 1 2

23 1 1 1 0.5

24 1 1 1 2 10 0.5

25 1 1 1 0.5 1

26 1 1 1 0.6 0.5

27 1 1 2 6 1 5

28 1 1 2 6 1 0.5

29 1 1 2 6 1 0.5 0.5 1

30 1 1 2 6 1 1 0.5

31 1 1 2 6 1 0.5

32 1 1 2 6 1 0.5

33 1 1 2 6 1 0.5

21 20 22 66 0 20 3 16 0 1.2 0 30 0 31 0 6 13 13 14 42 0 13 2 10 0 0.6 0 1 0 13 0 1.5 1.5 1 0 1.5 0 1.5 0 1.5 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

20 20 20 20 20 20 20 20 20 0 0 0 0 0 20 20 20 20 20 0 0 0 0

18.5 19 20 18.5 20 18.5 20 18.5 20 0 0 0 0 0 19 19 20 20 20 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0

特別緑地保全地区

13 1.5

0 28

0 0 13 14 0 2

都市環境林

（精算用）　新設計数量 21 22 0 3 0

●×特別緑地保全地区

0

13 8 0.6 1 13 1.5

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

設計数量

合　　　計

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

×●特別緑地保全地区

〇×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×特別緑地保全地区

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

備　　　考

業務場所

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

●×都市環境林

NO

●×都市環境林

×●都市環境林

〇×都市環境林

20 66

シ

ー

ズ

ン

前

巡

視

定
期
巡
視

20 16 1.2

（　最終見込み）

30 31 6

残　数　量 -1 44 20 13 1.2 30 31 6

30 31 6

巡視・清掃 草刈
シ

ー

ズ

ン

前

巡

視

定
期
巡
視

冬
季
巡
視

定

期

清

掃

巡

視

素

掘

側

溝

清

掃

秋
清
掃
巡
視

素

掘

側

溝

清

掃

草
刈
Ａ
改

人
力
草
刈

草
刈
Ａ
改

冬
季
巡
視

定

期

清

掃

巡

視

秋
清
掃
巡
視

20 66 20 16 1.2

巡視・清掃 草　　刈

1313 42 13

人
力
草
刈

1.5

13 42 13 10 0.6 1

10 0.6 1

（例） 維持管理総括表（特記様式５） 
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森林の所在場所

□天然記念物「円山原始林（札幌市中央区円山）」

□天然記念物「藻岩山原始林（札幌市南区藻岩山）」

□上記以外（札幌市 区             ）

作 業 （ 行 為 ）

実 施 日
令和 年 月 日（ ）

作 業 （ 行 為 ）

の 内 容

□倒木処理

□危険木処理

□草刈

□その他（                 ）

使 用 資 機 材

□チェーンソー（型番            ）

□草刈機（型番               ）

□その他（                 ）

＜ 作業報告写真 ＞

備    考

天然記念物内作業報告（特記様式６） 
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自然歩道等における主な散策路管理作業イメージ図

１ 天然記念物指定区域内の場合 

１－１ 自然歩道等の倒木処理（イメージ） 

１－２ 自然歩道等の草刈（イメージ） 

自然歩道等ルート 

倒 木 

１.５ｍ 切断のうえ

自然還元 

【山 側】 

【谷 側】 

切断ライン 

切断ライン 

１.５ｍ 

※ 雨水等により下流へ流出する恐れがないように安

定した状態により、自然還元を図るものとする（谷

側の利用者への安全性確保に十分注意すること） 

１.５ｍ 

【山 側】 

【谷 側】 

草刈箇所 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施する 

自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
０.５ｍ程度 

草刈箇所 

特記参考１ 
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２ 天然記念物指定区域外の場合

２－１ 自然歩道等の倒木処理 

自然歩道（幅 1.5ｍ）の利用に支障がない管理を基本とし、天然記念物指定区域に

おける倒木処理方法と同様とする。 

２－２ 自然歩道等の草刈 

２.０ｍ 

■年１回草刈区域の場合（実施イメージ） 

【谷 側】 

草刈箇所 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施することとし、１回／年

の場合は幅２.０ｍ内の草刈を実施する 

自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
１.５ｍ １.０ｍ 

■年２回以上の草刈区域の場合（実施イメージ） 

１.５ｍ 
自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
０.５ｍ程度 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施することとし、２回／年

以上の実施の場合は幅１.５ｍ内の草刈を実施する 

草刈箇所 
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敷地平面図（特記参考２） 
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施設写真台帳（特記参考３） 
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都市環境林等施設標準図（特記参考４） 
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都市環境林等施設標準図（特記参考４） 
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別紙 

総合維持管理業務 写真管理基準 【都市環境林等】 

○上記の基準は標準とし,必要に応じて適宜変更できるものとする。 

○上記にない項目については,実情に応じて別に適宜定めるものとする。 

項 目 詳 細 撮 影 項 目 提出頻度（場所） 提出頻度（回数） 備 考 

巡視 

清掃 

巡視 

（シーズン前・定期・冬季）
巡視結果が分かる写真, 

異常や危険など報告が必要な箇所 
全箇所 毎回 

清掃巡視 

（定期・秋） 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

その他清掃 

（桝・側溝・簡易トイレ等） 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

草刈 

樹木管理 草刈 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

危険木等処理 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

施設管理 

鳥獣対応 緊急時対応 対応状況が分かる写真 全箇所 毎回 

その他作業 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 








































